
企画／下関商工会議所

「幕末」という名の、何が正義だったのかわからなかった時
代、ここ防長二州においても様 な々意見が飛び交いました。
二転三転する萩藩の方針。長府・徳山・清末各支藩や吉川
家などの対萩・対幕・対外意識。そこに奇兵隊を始めとする
諸隊の各方針も影響して、幕末の長州は非常に複雑でし
た。よく「長州藩」と一括りにされますが、実は一つではなか
ったということです。
■支藩は全て萩藩の命令に従ったのではないのですか？
　例えば支藩の１つである長府藩では、萩藩の方針が、尊
皇・佐幕、攘夷・開国と、その何れに傾いても全てに盲従す
る一派と、萩藩には、協力しても盲従はしないという考えを
持つ一派とに分かれていたようですね。後者は尊皇意識が
頗る高かかったのですが、萩藩の「分家」ではなく、「別家」
だという意識もまた強くて、萩藩の幕府恭順方針に従わない
だけでなく、萩藩や同藩士の権威主義や理不尽にも、悉く
抵抗していますね。その理由については、江戸時代より前の
時代から勉強しないといけませんが…
■諸隊でも意見が分かれていたんですか？
一つの隊の中でも、意見の相違はあったようですね。例え
ば、高杉晋作の決起に、力士隊士が与していますが、逆に
萩藩の幕府恭順派政府に従う力士隊士もいて、彼らは大
田・絵堂の戦いで先鋒を務め、高杉等と戦ったようです。
■人の数ほど複雑だったということですか？
それぞれの信条に基づいた正義と手法があったということ
でしょうね。その一つ一つに、幕末の防長二州を語る上で
の、重要な何かが隠されているような気がしますね。

「倒幕」だけで語れないのが
防長二州の幕末史
幕末期の長州藩について、
下関市立長府博物館学芸員
古城春樹さんにお話をお聞きしました。

下関市立長府博物館 学芸員 古城春樹さん

※下関まで
　車で約60分

※平成23年
　3月27日より
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表紙の人物画
手前から高杉晋作、二列目左から久坂玄瑞・木戸孝允、三列目左から伊藤博文・
毛利敬親・山縣有朋、四列目 前原一誠
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四境戦
石州口

四境戦
大島口

四境戦
芸州口

幻の五境戦
萩口

四境戦
小倉口

絵堂の戦い

奇兵隊が戦死した同志を祭るた
めに開いた招魂場。吉田松陰や
高杉晋作、久坂玄瑞など、維新で
散った志士、396名を祭る。
交通／JR下関駅から筋川方面行きバ
ス7分「厚生病院前」下車、徒歩10分

境内には幕末の徳山藩で尊王攘
夷派として活躍した児玉次郎彦
をはじめとする徳山七士の顕彰
碑が建っている。
交通／JR徳山駅から徒歩10分

下関市立長府博物館の前庭には
殉難者を祭るための「万骨塔」が
あり、全国の維新ゆかりの地から
集められた石が並ぶ。
交通／JR下関駅からバス23分「城下
町長府」下車、徒歩12分

「大田・絵堂の戦い」における激
戦の結果、長州の藩論は倒幕へ
とまとまり、歴史は明治維新へと大
きく動き出した。
交通／JR新山口駅からバス30分「町
役場前」下車、徒歩2分

1863（文久3）年、八月十八日の政
変で失脚した三条実美ら七卿が滞
在。中岡慎太郎など、各地の浪士
が三田尻に集まり護衛にあたった。
交通／JR防府駅から徒歩15分
※現在修復中

岩国海軍飛行艇カレー
海上自衛隊岩国航空基地で発案されたご当地
カレー。岩国特産品の岩国れんこんとひき肉を
使ったキーマカレーに仕上げてある。

あまだい
高級魚あまだいの水揚量上位を誇る
山口県。萩では漁場が近く高鮮度で
水揚げされるため、新鮮な刺身を堪能
できる。柔らかくほんのり甘い身は絶品！

瓦そば
西南戦争で薩摩軍の兵士が野戦
の合間に瓦を使って野草や肉を焼
いて食べたという話をヒントに得て
つくられた下関名物。

天神鱧
夏の味覚として京都で有名な鱧。
実は山口県は鱧の水揚げ量が全
国でも1、２位。中でも防府の水揚げ
量はトップクラスを誇る。

ふく刺し
明治２１年伊藤博文が下関を訪問した際にふく
を食べ、その味に感嘆し山口県知事に働きかけ
て、山口県下ではふく食が解禁された。「ふく料
理」は本場下関市をはじめ、ふくはえ縄発祥の
地周南市など、山口県下で楽しめる。

幕末には高杉晋作ら多くの志士た
ちもこの門を頻繁に往来した。現在
の県庁敷地内に門と堀が残り、県
重要文化財に指定されている。
交通／JR山口駅から徒歩20分

維新や四境戦争に関する記念碑
が並ぶ。高杉晋作が幕府軍艦を
夜襲したのは、この沖だったと言
われている。
交通／JR大畠駅からバス20分「大島
総合庁舎前」下車、国道437号沿い

幕末、藩政改革の中心人物として
手腕を揮った先賢、村田清風。そ
の村田清風の跡を継ぎ、長州藩の
トップとして活躍した周布正之助。
長州藩政の根源は長門市にある。
交通／JR山陰本線長門市駅から車で5分

長州藩の永代家老であった福原
越後が、益田右衛門介と国司信濃
と共に蛤御門の変の責任をとる形
で切腹をした場所。旧竜護寺。
交通／JR岩国駅からバス30分「川西」
下車

外国船の来襲に備えて日本海に面した菊ヶ浜に
築いた土塁。築造にあたっては、武士たちの留
守をあずかる武士の妻や奥女中の功績が大き
かったため、通称「女台場」といわれている。
交通／萩循環まぁーるバス（東回り）「女
台場入口」下車

下関市 下関市 周南市 美祢市 防府市

山口市 長門市 周防大島町 岩国市 萩市

幕長戦争（第二次長州征討）（四境戦）
1860年代に幕府軍と長州軍の間で行われた戦い。幕府軍が小倉口、石州
口、芸州口、大島口の４方向から攻めたため、四境戦争とも呼ばれる。当
初、幕府軍は萩口からも薩摩藩に長州を攻めさせる計画だったが、薩摩藩
は坂本龍馬を仲介として密かに薩長同盟を結んだため出兵を拒否。五境
戦争には至らなかった。

　長崎丸事件（下関市）
1864（文久3）年、関門海峡を航行中の
薩摩藩使用の洋式船「長崎丸」（幕府よ
り貸与）を、長州の過激派が砲撃。薩摩藩
士24人が死亡した。

　防府天満宮（防府市）
高杉晋作が防府を通過した際、参拝した。
晋作は熱心な天神（菅原道真）信者で、奇
兵隊の守護旗にも「菅原天神」を用いた。

浄西寺（周防大島町）
四境戦争大島口の戦いにお
いて、開戦の火蓋を切った幕
府軍艦の砲弾跡が浄西寺
の石垣に残っている。
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　加徳丸事件（田布施町）
長崎丸事件後、長州藩の謝罪
で一応は解決したものの、翌年
長州藩兵が、薩摩藩の御用商
用船「加徳丸」を焼討ちし、乗
員を殺害する事件が起きた。

長防士民合議書（ちょうぼうしみんごうぎしょ）
幕長戦争直前に36万部印刷されたパンフレット。忠臣蔵を例を挙
げ、「たとえ七たび人間に生まれ変わっても幕府軍と戦おう」と士民
の気持ちを一つにした。山口県立山口図書館や下関市立長府博
物館など各地に所蔵されている。

YAMAGUCH I  G URUMEGUR I

ふくの本場下関で、とらふ
く磨き一尾を使った本格
的なふく料理のフルコース
に挑戦。もちろん、調理後
は自分でつくった料理を堪
能！
1人7,140円。
問合せ：ふく楽舎
TEL083-267-4998
（要予約・2名より受付）

別名、殿様寿司とも呼ば
れる郷土料理。岩国ユー
スホステルでは、豪快な
岩国寿司を、楽しく作って
、食べられる体験教室が
人気。
1人700円。
問合せ：TEL090-2003-4355
（新庄菊子）（要予約・5名より受付）

約600年前に大内弘世が
京より漆職人を連れて帰
ったのが大内塗のはじまり
。山口ふるさと伝承センタ
ーでは気軽な箸作り体験
ができる。
一膳840円（送料別）。
問合せ：山口ふるさと伝承センター
TEL083-928-3333（要予約）

萩市内には手びねりやろく
ろ、絵付け体験など、萩焼
の制作を気軽に体験でき
る施設が点在。400年の伝
統を誇る萩焼を自分で作
ってみよう！
問合せ：萩市観光課
TEL0838-25-3139

岩国寿司づくり体験

ふく料理体験

大内塗体験

萩焼体験

長門市

美祢市

下関市

北九州市

宇部市

防府市

山陽小野田市

山口市

周南市

下松市

光市
柳井市

広島市
萩市

益田市

激動の幕末、改革派（正義派）と保守派（俗論派）の２つに分かれ、主導権を争ってい
た長州藩。そこには、歴史に翻弄され、悲運に散った魂も数多くありました。勝敗だけ
では語れない物語に思いを馳せ、維新ゆかりの地を訪ねてみませんか？
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山口市のご当地グルメ。太めの揚げ麺に野菜た
っぷりのあんかけスープが特徴。スープで麺が
柔らかくして、酢や酢醤油をかけて食べると絶品！い
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